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羽田トンネル 現場視察

資料2



○ 1号羽田線 羽田トンネルの日断面交通量は約９万台（2021年度平日平均）と多く、大規模更新工事に伴う長期間の通行止め
は社会的影響が大きいため、工事中はう回路の確保が必要

○運用停止中の羽田トンネルバイパス路（羽田可動橋を含む）を活用し、大規模更新工事中のう回路とすることで交通影響を軽減

○工事後は、う回路を本線運用し、上り方向を高架３車線化、トンネル内を下り専用とする運用に見直し、通常時の渋滞を緩和
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1．羽田トンネルの抜本的対策 ＜上り線の高架化＞

■現況（航空写真） ■運用の見直し案（平面イメージ）
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◼ 羽田バイパス路
• 羽田トンネルを先頭とした渋滞の緩和を目的に1990年から8年間供用
• 延長約1.1㎞の高架橋、1車線運用（幅員4.75m）

2-1．羽田バイパス路（森ケ崎橋梁、羽田可動橋）の概要
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鋼板巻立て
(t=9㎜)
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2-2．有ヒンジPCラーメン橋の概要
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供用：1966年【供用後約57年】
構造：上部工／3径間連続PC有ヒンジラーメン橋、下部工／RC中空橋脚、RC杭
延長：141m
幅員：17m（3.25m×4車線）
備考：中央ヒンジ部に垂れ下がりなし（点検・補修を適切に実施）

直近の点検履歴 近接点検 ：2019年度（5年に1回）
高架下目視点検 ：2022年度（2年に1回）

主に鋼材露出やシース露出が確認され、断面修復や防錆措置を適切に実施
中央ヒンジ部の摩耗損傷に対し、2023年ヒンジ部の構造改良を実施
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